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は
、　

世
紀
末
ま
で
に
１
。
１
℃
〜
６
。

２１

４
℃
の
幅
で
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
と

予
測
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
は
平
年
値

（
１
９
７
１
年
〜
２
０
０
０
年
の　

年
３０

平
均
値
）
と
２
０
０
７
年
の
平
均
気
温

の
差
は
プ
ラ
ス
０
。　

℃
と
な
り
、
１

８５

８
９
８
年
以
降
で
は
４
番
目
に
高
い
値

と
な
り
ま
し
た
。
気
温
の
変
化
を
見
る

と
長
期
的
な
傾
向
と
し
て
、　

年
あ
た

１００

り
お
よ
そ
１
。
１
℃
の
割
合
で
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

苫
小
牧
市
の
平
均
気
温
の
経
年
変
化

を
み
る
と
、
概
ね
日
本
の
平
均
気
温
と

同
様
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

１
９
４
３
年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
の

　

年
間
に
１
。
２
℃
程
度
平
均
気
温
が

６４上
昇
し
て
お
り
、
日
本
の
平
均
気
温
以

上
に
温
度
上
昇
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
平
均
気
温

の
上
昇
の
み
で
は
な
く
、
世
界
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
人
間
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
異
常
気
象

や
、
海
面
上
昇
、
砂
漠
化
も
温
暖
化
の

影
響
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
の
自
然
環
境
も
、
農
作
物
へ
の
影
響

や
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
、
流
氷
の
減
少
な

ど
既
に
大
き
な
問
題
が
出
て
い
ま
す
。

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況

　

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

２
０
０
７
年
現
在
で
基
準
年
（
１
９
９

０
年
）
比
で
９
。
０
％
上
回
る
約　

億
１３

７
千　

万
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
と
な
っ
て
い
ま

４００

す
。
部
門
別
に
み
る
と
最
も
排
出
量
が

多
い
産
業
部
門
（
工
場
な
ど
）
で
は
約

４
％
の
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
運
輸

部
門
（
自
動
車
・
船
舶
な
ど
）
で
は
約

　

％
の
増
加
、
業
務
そ
の
他
部
門（
事

１４

業
所
な
ど
）で
は
約　

％
の
増
加
、
家

３６

庭
部
門
で
は
約　

％
の
増
加
と
な
っ
て

３３

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

国
際
的
に
は
、
気
候
変
動
枠
組
条
約

が
地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
的
な
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
は
２
０
０
６
年
で
約　
２８０

億
t
‐
Ｃ
Ｏ
２
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
最
も
排
出
量
が
多
い
の
が
ア
メ

リ
カ
で　

。
３
％
、次
い
で
中
国
の　

。

２０

２０

２
％
と
こ
の
２
カ
国
で
世
界
の
約
４
割

を
排
出
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
全
体
の

４
。
３
％
と
世
界
第
５
位
の
排
出
国
と

な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
け
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、「
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
」
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地球温暖化の　

温室効果ガスは熱（赤外線）を吸収し、
地上へ再放射して大気を暖める

地球温暖化　

　「平均気温」とは地球全体の年間平均であり、日変動により大きく変化し、また、
地域によってもその影響は大きく違います。
　たとえば中緯度地域や半乾燥低緯度地域における水利用可能量の減少や干ばつ
の増加、サンゴの白化の増加、沿岸域における洪水や暴風雨による被害の増加、感
染症の媒介生物の分布変化など地域や分野によっては、わずか１℃程度の気温上昇
であっても、温暖化の悪影響を受けることになります。

　気温上昇が大きくなればなるほど自然環境や人間社会への影響は、計
り知れないものとなる恐れがあります。

平均気温１℃上昇による主な影響
�湿潤熱帯地域と高緯度地域における水利用可能量の増加
�中緯度地域と半乾燥低緯度地域における水利用可能量の減少と干ばつの増加
�数億人の人々が水ストレスの増加に直面

水

�サンゴの白化の増加
�種の分布範囲の移動および森林火災のリスクの増加生態系

�小規模農家、自給農業者、漁業者への複合的で局所的な負の影響食 料

�洪水および暴風雨による被害の増加沿岸域

�栄養不良、下痢、心臓・呼吸器系疾患、感染症による負担の増加
�熱波、洪水、干ばつによる罹病率および死亡率の増加
�いくつかの感染症媒介生物の分布変化

健 康
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２００４年のヒマラヤの氷河▼

気温上昇によりヒマラヤの氷河が後退。これにより渇水
や水害などが発生し、周辺国に大きな被害をもたらして
います。

写真：全国地球温暖化防止活動推進センター・ウェブサイト　
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▲１９７８年のヒマラヤの氷河

〒０５３（とまこまい）発！みんなでとめよう温暖化
環境特集
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　「京都議定書」では、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカー
ボン、パーフルオロカーボン、六フッ化硫黄の６種類が温室効果ガスとして定めら
れています。水蒸気にも温室効果がありますが、人為的なものではないため対象か
ら外れています。

地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

地
球
は
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
っ
て
適

度
な
温
度
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
の
生
活
や
産
業
活
動
か
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
よ
り
、
大

気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
、
地

球
全
体
の
気
温
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

地
球
は
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

暖
め
ら
れ
、
暖
め
ら
れ
た
地
表
面
か
ら

は
熱
が
放
射
さ
れ
ま
す
。
そ
の
熱
を
温

室
効
果
ガ
ス
が
吸
収
し
、
地
表
に
再
放

射
す
る
こ
と
で
、
大
気
が
暖
め
ら
れ
ま

す
。
も
し
も
地
球
上
に
温
室
効
果
ガ
ス

が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
平
均
気
温
は
マ

イ
ナ
ス　

℃
と
な
り
、
生
命
の
存
在
で

１９

き
な
い
星
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
球
の
平
均
気
温
は
生
物
の
生
存
に
適

し
た　

℃
前
後
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

１４

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
地
表
面
か
ら
の
熱
の
吸

収
量
も
増
加
し
、
地
球
の
気
温
が
上
昇

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
地
球

温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
原
因

　

１
７
５
０
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
産
業

革
命
以
降
、
石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃

料
の
使
用
増
大
や
、
森
林
の
大
規
模
伐

採
な
ど
、
人
間
活
動
の
活
発
化
に
伴
っ

て
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が

　

％
増
加
し
て
お
り
、　

世
紀
半
ば
以

３６

２０

降
に
観
測
さ
れ
た
気
温
上
昇
は
、
こ
れ

ら
の
人
為
起
源
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

平
均
気
温
の
上
昇

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に

よ
り
、
世
界
の
平
均
気
温
は
１
９
０
６

年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
の　

年
間
で

１００

０
。　

℃
上
昇
し
、
近
年
で
は
気
温
の

７４

上
昇
率
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
平
均
気
温
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
で

発生源・用類地球温暖化係数温室効果ガス

燃料の燃焼など１二酸化炭素（CO２）

自動車の走行、廃棄物の焼却・埋立など２１メタン（CH４）

自動車の走行、廃棄物の焼却など３１０一酸化二窒素（N２O）

エアコン・冷蔵庫などの冷媒、スプレー製
品の噴射剤など１４０～１１，７００ハイドロフルオロカーボン

（HFC）

半導体の製造工程など６，５００～９，２００パーフルオロカーボン（PFC）

変圧器などの電気絶縁用ガスなど２３，９００六フッ化硫黄（SF６）

※地球温暖化係数：二酸化炭素を基準に、それぞれのガスの大気中における濃度あたりの
温室効果の強さを係数化したもの

　メカニズム

さらに温室効果ガスが増加すると、地
表への熱再放射が増加することになる
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地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
原
因
は
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
で
す
。
温
暖
化
は
異
常
気
象
や
生
態
系

の
変
化
を
招
い
て
お
り
、
早
急
な
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
対
策
が
必
要
で
す
。

　の影響

「京都議定書」とは
　地球温暖化防止のため、１９９７年に京都で開催された気候変動枠組条約第３回締
約国会議で採択された議定書のこと。同議定書は先進国が排出する温室効果ガス
の削減割合を国ごとに取り決め、具体的には２００８年から２０１２年までに温室効果ガ
スの排出量を先進国全体で対１９９０年比５％以上の削減をしようというもの。

「「「「「「「「「「「「「「「「温温温温温温温温温温温温温温温温室室室室室室室室室室室室室室室室効効効効効効効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果果果果果果果ガガガガガガガガガガガガガガガガスススススススススススススススス」」」」」」」」」」」」」」」」ととととととととととととととととはははははははははははははははは？？？？？？？？？？？？？？？？「温室効果ガス」とは？えこまる

　より（http://www.jccca.org/）
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�リンゴの着色障害
リンゴは着色期に高
温が続くと、着色の
進行が遅れたり、着
色不良になることが
確認されています。

流氷の減少�
オホーツク海の流氷
は、年々到来時期が
遅くなり、また、氷
が薄くなっていく傾
向にあります。
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